
資
料

１

全
国

に
お

け
る

自
然

再
生

協
議

会
の

取
組

状
況

平
成

2
0
年

3
月

3
日



全
国

の
自

然
再

生
協
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④
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③
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宿
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潟
自

然
再
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議
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⑦
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⑭
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⑪
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⑨
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⑥
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①
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H
1
7
.9
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竜
串
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協
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会

⑱

石
西
礁
湖
自
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再
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会

⑰
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再
生
協
議
会

⑯
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ヶ
島
海
中
公
園
自
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再
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議
会

⑮
③

⑤
⑫
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⑯
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協
議

会
名

位
置

概
　

要
構

成
員

数
全

体
構

想
作

成
日

実
施

計
画

作
成

日

1
荒

川
太

郎
右

衛
門

た
ろ

う
え

も
ん

地
区

自
然

再
生

協
議

会
埼

玉
県

乾
燥

化
が

進
む

旧
流

路
に

お
い

て
湿

地
環

境
の

保
全

・
再

生
を

検
討

。
7
0

H
1
6
.3

.3
1

H
1
8
.5

.2
8
変

更
－

2
釧

路
湿

原
自

然
再

生
協

議
会

北
海

道
流

域
か

ら
の

土
砂

流
入

等
に

よ
り

乾
燥

化
が

進
む

釧
路

湿
原

の
再

生
を

検
討

。
1
2
3

H
1
7
.3

.3
1

（
H

1
8
.2

.2
8
/
達

古
武

)
（
H

1
8
.1

.3
1
/
南

標
茶

）
（
H

1
8
.1

.3
1
/
雪

裡
･幌

呂
）

（
H

1
8
.8

.1
/
茅

沼
地

区
）

（
H

1
8
.8

.1
/
久

著
呂

川
）

(H
1
9
.9

.6
/
雷

別
)

3
巴と

も
え

川
流

域
麻

機
あ

さ
は

た

遊
水

地
自

然
再

生
協

議
会

静
岡

県
洪

水
防

止
対

策
と

し
て

造
成

さ
れ

た
麻

機
遊

水
地

に
お

い
て

元
の

麻
機

沼
に

お
け

る
植

物
の

回
復

等
自

然
環

境
の

保
全

・
再

生
を

検
討

。
5
5

H
1
9
.3

.1
－

4
多

摩
川

源
流

自
然

再
生

協
議

会
山

梨
県

山
梨

県
小

菅
村

全
域

に
お

い
て

森
林

や
河

川
景

観
等

の
再

生
を

検
討

。
4
4

－
－

5
神

於
山

こ
う

の
や

ま

保
全

活
用

推
進

協
議

会
大

阪
府

竹
林

の
侵

入
が

進
む

神
於

山
に

お
い

て
ク

ヌ
ギ

・
コ

ナ
ラ

を
中

心
と

す
る

落
葉

樹
林

帯
や

カ
シ

・
シ

イ
を

中
心

と
す

る
常

緑
樹

林
帯

の
再

生
を

検
討

。
3
9

H
1
6
.1

0
.2

1
H

1
7
.6

.1

6
樫

原
か

し
ば

る

湿
原

地
区

自
然

再
生

協
議

会
佐

賀
県

特
定

植
物

の
繁

茂
や

植
物

遺
体

の
堆

積
と

い
っ

た
自

然
遷

移
の

進
行

に
よ

り
悪

化
し

て
い

る
湿

地
環

境
を

良
好

な
状

態
へ

と
再

生
す

る
こ

と
を

検
討

。
4
2

H
1
7
.1

.2
6

H
1
7
.3

.3
1

7
椹

野
川

ふ
し

の
が

わ

河
口

域
・
干

潟
自

然
再

生
協

議
会

山
口

県
椹

野
川

河
口

干
潟

等
の

自
然

環
境

を
再

生
し

維
持

し
て

い
く
こ

と
を

検
討

。
6
0

H
1
7
.3

.3
1

－

8
霞

ヶ
浦

田
村

・
沖

宿
お

き
じ

ゅ
く

・
戸

崎
地

区
自

然
再

生
協

議
会

茨
城

県
霞

ヶ
浦

湾
奥

部
の

湖
岸

環
境

の
再

生
を

検
討

。
6
5

H
1
7
.1

1
.2

7
H

1
8
.1

1
.2

7
/
A

区
間

H
1
9
.9

.9
./

B
区

間

9
く
ぬ

ぎ
山

地
区

自
然

再
生

協
議

会
埼

玉
県

川
越

市
、

所
沢

市
、

狭
山

市
、

三
芳

町
に

ま
た

が
る

武
蔵

野
の

平
地

林
「
く
ぬ

ぎ
山

地
区

」
に

お
け

る
歴

史
的

・
文

化
的

・
環

境
的

価
値

の
継

承
を

検
討

。
7
0

H
1
7
.3

.1
2

－

1
0

八
幡

や
わ

た

湿
原

自
然

再
生

協
議

会
広

島
県

臥
竜

山
麓

が
り

ゅ
う

さ
ん

ろ
く

八
幡

や
わ

た

湿
原

地
域

に
お

い
て

湿
原

環
境

の
再

生
を

検
討

。
3
6

H
1
8
.3

.3
1

H
1
8
.1

0

1
1

上
サ

ロ
ベ

ツ
自

然
再

生
協

議
会

北
海

道
国

立
公

園
で

あ
る

サ
ロ

ベ
ツ

湿
原

と
農

地
が

隣
接

す
る

北
海

道
豊

富
町

に
お

い
て

、
農

業
と

共
存

し
た

湿
原

の
再

生
を

検
討

。
5
3

H
1
8
.2

.2
H

1
8
.7

.1
3

1
2

野
川

第
一

・
第

二
調

節
池

地
区

自
然

再
生

協
議

会
東

京
都

土
地

利
用

の
変

化
に

よ
り

自
然

環
境

が
大

き
く
損

な
わ

れ
た

か
つ

て
の

多
様

な
河

川
環

境
の

再
生

を
検

討
。

5
7

H
1
8
.9

.1
3

H
1
8
.1

0

1
3

蒲
生

が
も

う

干
潟

自
然

再
生

協
議

会
宮

城
県

シ
ギ

・
チ

ド
リ

類
な

ど
の

渡
り

鳥
の

飛
来

地
で

あ
り

、
ま

た
底

生
動

物
の

宝
庫

で
あ

る
貴

重
な

干
潟

環
境

の
保

全
・

再
生

を
検

討
。

2
6

H
1
8
.9

.1
6

－

1
4

森
吉

山
麓

高
原

自
然

再
生

協
議

会
秋

田
県

か
つ

て
草

地
と

し
て

開
発

さ
れ

た
森

吉
山

麓
高

原
を

広
葉

樹
林

に
再

生
し

、
周

辺
の

自
然

環
境

と
共

に
保

全
し

て
い

く
こ

と
を

検
討

。
2
0

H
1
8
.3

.3
1

H
1
8
.1

0

1
5

竹
ヶ

島
海

中
公

園
自

然
再

生
協

議
会

徳
島

県
サ

ン
ゴ

を
中

心
と

し
た

海
洋

生
態

系
の

回
復

を
図

る
こ

と
を

検
討

。
4
7

H
1
8
.3

.3
1

－

1
6

阿
蘇

草
原

再
生

協
議

会
熊

本
県

阿
蘇

の
草

原
の

維
持

、
保

全
及

び
再

生
を

図
る

こ
と

を
検

討
。

1
2
4

H
1
9
.3

.7
－

1
7

石
西

せ
き

せ
い

し
ょ

う
こ

礁
湖

自
然

再
生

協
議

会
沖

縄
県

優
れ

た
サ

ン
ゴ

礁
を

保
全

す
る

こ
と

に
加

え
、

赤
土

流
出

へ
の

取
り

組
み

を
進

め
る

な
ど

陸
域

か
ら

の
環

境
負

荷
を

少
な

く
す

る
と

と
も

に
、

サ
ン

ゴ
群

集
修

復
事

業
な

ど
を

通
じ

て
、

サ
ン

ゴ
礁

生
態

系
の

再
生

を
検

討
。

9
4

H
1
9
.7

.5
－

1
8

竜
串

た
つ

く
し

自
然

再
生

協
議

会
高

知
県

竜
串

湾
の

サ
ン

ゴ
群

集
等

の
沿

岸
生

態
系

を
再

生
す

る
た

め
、

海
底

に
堆

積
し

た
泥

土
の

除
去

の
ほ

か
、

森
林

や
河

川
か

ら
の

土
砂

流
出

や
生

活
排

水
な

ど
流

域
か

ら
の

環
境

負
荷

へ
の

対
策

を
検

討
。

7
1

－
－

1
9

中
海

な
か

う
み

自
然

再
生

協
議

会
島

根
県

鳥
取

県
戦

後
の

開
発

や
生

活
雑

排
水

の
流

入
な

ど
に

よ
り

失
わ

れ
た

中
海

全
域

の
自

然
環

境
の

再
生

を
検

討
。

6
4

－
－

現
在

全
国

各
地

で
１

９
の

自
然

再
生

協
議

会
が

設
置

さ
れ

、
そ

れ
ぞ

れ
の

地
域

に
お

い
て

全
体

構
想

及
び

実
施

計
画

の
作

成
が

進
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
 　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
  
 平

成
2
0
年

3
月

現
在

　
自

然
再

生
推

進
法

に
基

づ
く
自

然
再

生
協

議
会

の
設

置
状

況
（
全

国
）

- 2 -



荒
川

太
郎

右
衛

門
地

区
自

然
再

生
協

議
会

の
取

組
あ

ら
か

わ
た

ろ
う

う
え

も
ん

１
再

生
内

容

湿
地

環
境

の
保

全
再

生

乾
燥

化
が

進
む

旧
流

路
に

お
い

て
湿

地
環

境
の

保
全

・
再

生
に

取
り

組
む

。

２
自

然
再

生
協

議
会

平
成

１
５

年
７

月
に

組
織

化
し

、
現

在
の

構
成

員
数

７
０

。

個
人

(
専

門
家

を
含

む
)
３

３
、

団
体

２
９

、
関

係
地

方
公

共
団

体
７

、
関

係
行

政
機

関
１

３
自

然
再

生
全

体
構

想

平
成

１
６

年
３

月
に

作
成

し
、

平
成

１
８

年
５

月
に

改
訂

。

○
自

然
再

生
の

対
象

区
域

荒
川

中
流

域
に

お
い

て
良

好
な

湿
地

環
境

が
残

る
太

郎
右

衛
門

橋
下

流
４

㎞
区

間

○
自

然
再

生
の

目
標

７
０

年
前

の
荒

川
旧

流
路

に
お

い
て

、
太

郎
右

衛
門

自
然

再
生

地
固

有
の

豊
か

な

生
態

系
を

育
む

湿
地

環
境

の
再

生
を

目
指

す
。

①
湿

地
環

境
の

保
全

・
再

生
、

②
過

去
に

確
認

さ
れ

た
生

物
が

住
め

る
環

境
の

再
生

、
③

蛇
行

河
川

の
復

元
、

④
荒

川
エ

コ
ロ

ジ
カ

ル
・

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

、
⑤

治
水

面
か

ら
も

プ
ラ

ス
の

５
つ

の
目

標
を

設
定

。

４
自

然
再

生
事

業
実

施
計

画

検
討

中
。

-
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あ
ら
か
わ
た
ろ
う
え
も
ん

荒
川

太
郎

右
衛

門
地

区
自

然
再

生
協
議
会

か
つ

て
の

浅
瀬

で
は

肥
料
用

の
水

草
採

取
か

つ
て

の
浅

瀬
で
は

肥
料
用

の
水

草
採

取

が
盛

ん
だ

っ
た

- 4 -



釧
路

湿
原

自
然

再
生

協
議

会
の

取
組

１
再

生
内

容

湿
原

の
再

生

流
域

か
ら

の
土

砂
流

入
等

に
よ

り
乾

燥
化

が
進

む
釧

路
湿

原
の

再
生

を
検

討
。

２
自

然
再

生
協

議
会

平
成

１
５

年
１

１
月

に
組

織
化

し
、

現
在

の
構

成
員

数
１

２
３

。

個
人

(
専

門
家

を
含

む
)
５

９
、

団
体

５
３

、
関

係
地

方
公

共
団

体
８

、
関

係
行

政
機

関
３

３
自

然
再

生
全

体
構

想

平
成

１
７

年
３

月
に

作
成

。

○
自

然
再

生
の

対
象

区
域

釧
路

湿
原

及
び

そ
の

流
域

(
約

2
5
万

h
a
)

○
自

然
再

生
の

目
標

こ
の

地
域

に
本

来
生

息
し

て
い

る
生

き
物

た
ち

が
絶

滅
す

る
こ

と
な

く
生

き
て

い

け
る

環
境

と
私

た
ち

の
暮

ら
し

に
豊

か
な

恵
み

を
も

た
ら

す
「

水
と

緑
の

大
地

」
を

取
り

戻
す

。

流
域

全
体

と
し

て
の

到
達

す
べ

き
目

標
と

し
て

、
①

湿
原

生
態

系
の

質
的

量
的

な
回

復
、

②
湿

原
生

態
系

を
維

持

す
る

循
環

の
再

生
、

③
湿

原
生

態
系

と
持

続
的

に
関

わ
れ

る
社

会
づ

く
り

の
３

つ
を

設
定

。

４
自

然
再

生
事

業
実

施
計

画

○
土

砂
流

入
対

策
実

施
計

画
［

雪
裡

・
幌

路
地

域
］
（

平
成

１
８

年
１

月
作

成
、

実
施

者
：

国

土
交

通
省

北
海

道
開

発
局

釧
路

開
発

建
設

部
、

鶴
居

村
）

国
営

土
地

改
良

事
業

を
実

施
し

て
い

る
阿

寒
郡

鶴
居

村
の

雪
裡

川
、

幌
路

川
の

下
流

域
に

お
い

て
、

①
排

水
路

合
流

部
へ

の
沈

砂
池

の
整

備
(
５

箇
所

)
、

②
沈

砂
池

の
維

持
管

理
を

実
施

。

【
進

捗
状

況
】

堆
積

土
砂

の
状

況
等

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
を

実
施

予
定

。

○
土

砂
流

入
対

策
実

施
計

画
［

南
標

茶
地

域
］
（

平
成

１
８

年
１

月
作

成
、

実
施

者
：

国
土

交
通

省
北

海
道

開
発

局
釧

路
開

発
建

設
部

、
標

茶
町

、
南

標
茶

地
区

排
水

路
維

持
管

理
組

合
）

国
営

土
地

改
良

事
業

を
実

施
し

て
い

る
川

上
郡

標
茶

町
の

釧
路

川
及

び
オ

ソ
ベ

ツ
川

に
お

い
て

、
①

排
水

路
合

流
部

へ
の

沈
砂

池
の

整
備

(
７

箇
所

)
、

②
沈

砂
池

の
維

持
管

理
を

実
施

。

【
進

捗
状

況
】

沈
砂

池
（

全
７

箇
所

）
を

設
置

。
ま

た
、

堆
積

土
砂

の
状

況
等

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
を

実
施

。

○
釧

路
湿

原
達

古
武

地
域

自
然

再
生

事
業

実
施

計
画

（
平

成
１

８
年

２
月

作
成

、
実

施
者

：
環

-
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境
省

北
海

道
地

方
環

境
事

務
所

釧
路

自
然

環
境

事
務

所
）

達
古

武
沼

集
水

域
約

4
,
2
0
0
h
a
の

う
ち

、
達

古
武

沼
北

側
の

約
1
4
8
h
a
の

区
域

に
お

い
て

、
①

サ
サ

の
被

覆
・

エ
ゾ

シ

カ
に

よ
る

被
食

等
を

効
果

的
に

取
り

除
く

た
め

の
実

証
試

験
、

②
土

留
め

柵
を

用
い

た
土

砂
流

出
防

止
対

策
、

③
環

境
学

習
を

実
施

。

【
進

捗
状

況
】

実
施

計
画

に
基

づ
き

、
自

然
再

生
の

た
め

、「
広

葉
樹

の
稚

樹
定

着
の

阻
害

要
因

を
効

果
的

に
取

り
除

く
手

法
の

検
討

」
、

「
苗

畑
圃

場
の

整
備

」
(
圃

場
造

成
4
,
0
0
0
ｍ

2

、
苗

木
植

栽
8
,
0
0
0
ｍ

2

、
防

鹿
柵

5
3
0
ｍ

、
育

苗
ハ

ウ
ス

１
棟

)
、

作
業

道
に

お
け

る
「

土
砂

流
出

防
止

対
策

」
(
1
1
箇

所
)
を

実
施

。

○
釧

路
湿

原
自

然
再

生
事

業
茅

沼
地

区
旧

川
復

元
実

施
計

画
（

平
成

１
８

年
８

月
作

成
、

実

施
者

：
国

土
交

通
省

北
海

道
開

発
局

釧
路

開
発

建
設

部
）

釧
路

湿
原

流
入

部
と

な
る

釧
路

川
河

口
か

ら
3
2
k
m
付

近
に

あ
る

茅
沼

地
区

（
標

茶
町

内
）

に
お

い
て

、
①

旧
川

の
復

元
(
1
.
6
k
m
)
、

②
直

線
河

川
の

埋
め

戻
し

(
1
.
6
k
m
)
、

③
マ

ウ
ン

ド
状

と
な

っ
て

い
る

右
岸

掘
削

残
土

の
撤

去
(
2
.
6
k
m
)

を
実

施
。

【
進

捗
状

況
】

仮
設

道
路

（
4
,
7
0
0
ｍ

）
、

仮
橋

（
1
箇

所
、

橋
長

4
1
.
0
ｍ

）
を

設
置

す
る

と
と

も
に

、
実

施
計

画
に

基
づ

き
右

岸
残

土

撤
去

（
4
6
,
0
0
0
m

3

）
、

旧
川

掘
削

（
3
,
3
0
0
m

2

）
を

実
施

。

○
土

砂
流

入
対

策
実

施
計

画
［

久
著

呂
川

］
（

平
成

１
８

年
８

月
作

成
、

実
施

者
：

国
土

交
通

省

北
海

道
開

発
局

釧
路

開
発

建
設

部
、

北
海

道
釧

路
土

木
現

業
所

、
鶴

居
村

、
下

久
著

呂
地

区
農

業
用

排

水
維

持
管

理
組

合
他

）

久
著

呂
川

流
域

（
標

茶
町

・
鶴

居
村

内
）

に
お

い
て

、
①

河
道

の
安

定
化

対
策

（
落

差
工

３
基

）
、

②
河

道
沿

い
の

土

砂
調

整
地

の
整

備
、

③
排

水
路

合
流

部
へ

の
沈

砂
池

の
整

備
(
３

箇
所

)
、

④
水

辺
林

・
緩

衝
帯

の
整

備
・

保
全

、
⑤

湿
原

流
入

部
へ

の
土

砂
調

整
地

の
整

備
を

実
施

。

【
進

捗
状

況
】

＜
河

川
＞

実
施

計
画

に
基

づ
き

、
北

海
道

が
河

道
安

定
対

策
と

し
て

落
差

工
（

１
基

）
に

着
手

。
ま

た
、

国
土

交
通

省
が

湿
原

流
入

部
土

砂
調

整
地

の
試

験
工

事
に

着
手

。

＜
農

業
＞

沈
砂

池
（

全
３

箇
所

）
の

設
置

。
ま

た
、

堆
積

土
砂

の
状

況
等

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
を

実
施

。

○
雷

別
地

区
自

然
再

生
事

業
実

施
計

画
（

平
成

１
９

年
９

月
作

成
、

実
施

者
：

林
野

庁
北

海
道

森

林
管

理
局

釧
路

湿
原

森
林

環
境

保
全

ふ
れ

あ
い

セ
ン

タ
ー

雷
別

地
区

国
有

林
2
9
3
林

班
内

の
サ

サ
地

(
2
0
.
2
1
h
a
)
で

、
①

現
存

す
る

広
葉

樹
稚

樹
等

の
保

全
(
0
.
6
6
h
a
)
、

②
無

立

木
地

等
へ

の
天

然
更

新
(
1
4
.
9
0
h
a
)
及

び
人

工
植

栽
(
4
.
6
5
h
a
)
を

実
施

。

【
進

捗
状

況
】

試
行

実
験

地
造

成
（

人
工

植
栽

区
域

0
.
1
9
h
a
、

天
然

更
新

区
域

0
.
5
6
h
a
）
、

地
が

き
、

防
鹿

柵
設

置
（

1
8
0
ｍ

）
及

び

人
工

植
栽

区
域

の
地

が
き

箇
所

に
お

け
る

試
験

植
栽

（
ミ

ズ
ナ

ラ
1
4
4
本

、
ハ

ル
ニ

レ
1
4
4
本

、
ヤ

チ
ダ

モ
9
6
本

）
を

実
施

。
ま

た
、
地

が
き

後
の

サ
サ

や
草

本
類

の
回

復
状

況
、
天

然
下

種
更

新
木

の
発

生
状

況
、
植

栽
木

の
成

長
状

況
、

エ
ゾ

シ
カ

に
よ

る
被

食
状

況
に

つ
い

て
調

査
。

-
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釧
路

湿
原

自
然

再
生

協
議

会

直
線

化
し
た
河

道
（
旧
川
復
元
に
よ
る
再
蛇
行
化
を
計
画
）

ハ
ン
ノ
キ
林
分
布
変
遷
図

自
然
再
生
の
対
象
と
な
る
区
域

（
全

体
構

想
よ
り
）

川
底
が
削
ら
れ
た
河
川

（
拡
幅
に
よ
る
流
速
低
下
策
や
河
床
安
定
の
た
め

の
工

作
物

設
置

を
計

画
）

気
象

害
を
受

け
て
立

枯
れ
と
な
っ
た
ト
ド
マ
ツ

人
工

林
（
森
林
再
生
を
計
画
）

単
一
樹
種
の
一
斉
造
林

（
間
伐
や
鹿
対
策
に
よ
る
混
交
林
化
を
計
画
）

湿
原
内
へ
の
土
砂
流
入
の
増
加
等
に
よ
り

湿
原

の
植

生
が

急
速

に
変

化
し
て
い
る

-
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巴
川

流
域

麻
機

遊
水

地
自

然
再

生
協

議
会

の
取

組
と

も
え

が
わ

あ
さ

は
た

１
再

生
内

容

湿
地

生
態

系
の

保
全

・
再

生
及

び
良

好
な

水
環

境
の

再
生

洪
水

防
止

対
策

と
し

て
造

成
さ

れ
た

麻
機

遊
水

地
に

お
い

て
元

の
麻

機
沼

に
お

け
る

植
物

の
回

復
等

自
然

環
境

の
保

全
再

生
を

検
討

。

２
自

然
再

生
協

議
会

平
成

１
６

年
１

月
に

組
織

化
し

、
現

在
の

構
成

員
数

５
５

。

個
人

(
専

門
家

を
含

む
)
２

３
、

団
体

２
５

、
関

係
地

方
公

共
団

体
６

、
関

係
行

政
機

関
１

３
自

然
再

生
全

体
構

想

平
成

１
９

年
３

月
に

作
成

。

○
自

然
再

生
の

対
象

区
域

麻
機

遊
水

地

比
較

的
良

好
な

湿
地

環
境

が
残

る
第

１
工

区
(
約

2
2
h
a
)
、

第
３

工
区

(
約

5
5
h
a
)
、

第
４

工
区

(
約

3
2
h
a
)
の

合
計

約

1
0
9
h
a
。

○
自

然
再

生
の

目
標

麻
機

遊
水

地
に

昔
か

ら
暮

ら
し

て
き

た
多

様
な

生
き

物
た

ち
が

、
遊

水
地

で
生

息

・
生

育
で

き
る

環
境

を
再

生
し

て
い

く
こ

と
を

目
指

す
。

①
良

好
な

水
環

境
の

再
生

(
全

体
)
、

②
在

来
種

の
保

全
と

生
態

系
の

バ
ラ

ン
ス

の
維

持
(
環

)
、

③
人

と
自

然
と

の
持

続
的

な
関

わ
り

づ
く

り
(
和

)
、

④
周

辺
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
づ

く
り

(
輪

)
、

⑤
ゾ

ー
ニ

ン
グ

計
画

の
５

つ
の

目
標

を
設

定
。

４
自

然
再

生
事

業
実

施
計

画

検
討

中
。

-
 8
 -



巴
川

と
も
え
が

わ

流
域
麻
機

あ
さ

は
た

遊
水
地
自
然
再
生
協
議
会

 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                     

ミ
ズ
ア
オ
イ
の

群
生

 
カ
モ
の

群
れ

 

位
置

図
 

★
：

麻
機

遊
水

地

自
然

再
生

の
対

象
区

域
（

H
1

7
.9

.1
7

撮
影

）
 

第
4

工
区

 

（
3
2
ｈ
ａ
）
 

第
2

工
区

第
1

工
区

 

（
2
2
ｈ
ａ
） 

第
3

工
区

（
5
5
ｈ
ａ
）

新
東

名
自

動
車

道
 

静
清

バ
イ

パ
ス

 

第
5

工
区

 
賤

機
山

 

-
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多
摩

川
源

流
自

然
再

生
協

議
会

の
取

組

１
再

生
内

容

森
林

の
再

生
及

び
景

観
の

再
生

山
梨

県
小

菅
村

全
域

に
お

い
て

森
林

や
河

川
景

観
等

の
再

生
に

取
り

組
む

。

２
自

然
再

生
協

議
会

平
成

１
６

年
３

月
に

組
織

化
し

、
現

在
の

構
成

員
数

４
４

。

個
人

(
専

門
家

を
含

む
)
１

５
、

団
体

１
６

、
関

係
地

方
公

共
団

体
８

、
関

係
行

政
機

関
５

３
自

然
再

生
全

体
構

想

検
討

中
。

-
 1
0
 -



多
摩

川
源

流
自

然
再

生
協

議
会

○
位
置
図

東

小
菅
村

多
摩
川

○
多
摩
川
源
流
の
森
林

東 京 湾

○
荒

廃
し
た
人

工
林

の
再

生
が

必
要

-
 1
1
 -



神
於

山
保

全
活

用
推

進
協

議
会

の
取

組
こ

う
の

や
ま

１
再

生
内

容

里
山

の
再

生

竹
林

の
侵

入
が

進
む

神
於

山
に

お
い

て
ク

ヌ
ギ

・
コ

ナ
ラ

を
中

心
と

す
る

落
葉

広
葉

樹
林

帯
の

再
生

を
行

う
。

２
自

然
再

生
協

議
会

平
成

１
６

年
５

月
に

組
織

化
し

、
現

在
の

構
成

員
数

３
９

。

個
人

(
専

門
家

を
含

む
)
１

、
団

体
２

６
、

関
係

地
方

公
共

団
体

９
、

関
係

行
政

機
関

３

３
自

然
再

生
全

体
構

想

平
成

１
６

年
１

０
月

に
作

成
。

○
自

然
再

生
の

対
象

区
域

岸
和

田
市

神
於

山
全

域
(
1
8
0
h
a
)

○
自

然
再

生
の

目
標

身
近

な
自

然
で

あ
る

神
於

山
の

自
然

再
生

と
今

日
の

里
山

の
あ

り
方

を
考

え
る

こ

と
を

通
し

て
、

自
然

環
境

の
大

切
さ

を
見

つ
め

直
す

。

①
森

・
川

・
海

の
つ

な
が

り
、

②
人

と
自

然
・

人
と

人
と

の
つ

な
が

り
、

③
里

山
と

ま
ち

と
の

つ
な

が
り

の
３

つ

の
理

念
に

基
づ

き
、

長
期

目
標

（
1
0
0
年

後
の

目
標

）
と

し
て

「
里

山
の

再
生

」
、

当
面

の
目

標
（

今
後

1
0
年

で
取

り
組

む
べ

き
目

標
）

と
し

て
「

竹
林

の
適

正
な

整
備

」
を

設
定

。

４
自

然
再

生
事

業
実

施
計

画

○
神

於
山

地
区

生
活

環
境

保
全

林
自

然
再

生
事

業
実

施
計

画
（

平
成

１
７

年
６

月
作

成
、

実

施
者

：
大

阪
府

泉
州

農
と

緑
の

総
合

事
務

所
、

神
於

山
保

全
く

ら
ぶ

）

生
活

環
境

保
全

林
整

備
事

業
の

対
象

と
な

る
岸

和
田

市
所

有
林

（
約

3
7
h
a
）

に
お

い
て

、
①

竹
の

伐
採

等
の

森
林

再

生
、

②
作

業
車

道
（

5
0
0
ｍ

）
・

歩
道

(
4
,
0
0
0
ｍ

)
の

整
備

等
を

実
施

。

【
進

捗
状

況
】

「
荒

廃
森

林
の

タ
イ

プ
別

整
備

」
（

タ
ケ

優
先

林
：

林
種

転
換

、
ク

ズ
・

サ
サ

の
ヤ

ブ
状

地
：

林
種

転
換

、
荒

廃
密

生

林
：

本
数

密
度

調
整

、
自

然
誘

導
林

：
現

況
維

持
）
、
「

作
業

歩
道

等
の

付
帯

施
設

を
含

め
た

施
設

整
備

」
を

実
施

。

ま
た

、
タ

ケ
の

利
活

用
に

よ
る

「
自

然
再

生
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
」

を
実

施
。

-
 1
2
 -



神
於

山
保

全
活

用
推

進
協

議
会

こ
う
の
や
ま

神
於
山
全
景

神
於
山
全
景

森
林
の
維
持
・
管
理

を
行
う
作
業

路
の

を
行
う
作
業

路
の

整
備

市
民
が
親

め
る

放
置
竹
林
の
拡
大

市
民
が
親
し
め
る

自
然
の
再
生

（
遊
歩
道
の
整
備
）

-
 1
3
 -



樫
原

湿
原

地
区

自
然

再
生

協
議

会
の

取
組

か
し

ば
る

１
再

生
内

容

湿
原

の
再

生

「
佐

賀
県

自
然

環
境

保
全

地
域

」
で

あ
る

樫
原

湿
原

の
再

生
と

維
持

管
理

を
行

う
。

２
自

然
再

生
協

議
会

平
成

１
６

年
７

月
に

組
織

化
し

、
現

在
の

構
成

員
数

４
２

。

個
人

(
専

門
家

を
含

む
)
２

２
、

団
体

１
１

、
関

係
地

方
公

共
団

体
６

、
関

係
行

政
機

関
３

３
自

然
再

生
全

体
構

想

平
成

１
７

年
１

月
に

作
成

。

○
自

然
再

生
の

対
象

区
域

樫
原

湿
原

(
樫

原
県

自
然

環
境

保
全

地
域

特
別

地
区

８
h
a
)

○
自

然
再

生
の

目
標

湿
地

環
境

に
人

為
的

な
悪

影
響

が
少

な
く

、
農

林
業

に
よ

り
適

切
な

影
響

を
与

え

て
い

た
と

推
測

さ
れ

る
七

山
村

道
開

通
以

前
の

状
態

（
昭

和
４

０
年

代
前

半
）

に
再

生
す

る
。

短
期

計
画

：
①

自
然

植
生

の
再

生
、

②
水

田
跡

地
（

人
工

湿
地

）
及

び
周

辺
の

再
生

、
③

水
深

の
制

御
、

木
道

等
の

設
置

、
④

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
設

置
、

⑤
そ

の
他

中
・

長
期

計
画

：
①

周
辺

森
林

の
水

源
涵

養
能

力
の

向
上

等
、

②
駐

車
場

・
村

道
部

分
の

湿
地

再
生

、
③

そ
の

他

４
自

然
再

生
事

業
実

施
計

画

○
樫

原
湿

原
地

区
自

然
再

生
事

業
実

施
計

画
（

平
成

１
７

年
３

月
作

成
、

実
施

者
：

佐
賀

県
く

ら
し

環
境

本
部

環
境

課
）

樫
原

湿
原

に
お

い
て

、
浚

渫
及

び
ミ

ズ
ゴ

ケ
の

抜
き

取
り

に
よ

る
解

放
水

面
の

拡
大

に
よ

り
、

自
然

植
生

を
再

生
。

【
進

捗
状

況
】

自
然

植
生

の
再

生
の

た
め

、
ミ

ズ
ゴ

ケ
等

の
除

去
、

湿
地

の
浚

渫
、

侵
入

し
た

灌
木

の
除

去
を

実
施

。

-
 1
4
 -



樫
原

湿
原

地
区

自
然

再
生

協
議

会
か
し
ば
る

自
然
再
生
の
対
象
と
な
る
区
域

（
全
体
構
想
よ
り
）

平
成
1
7
年
6
月

作
業

実
施

前
平

成
1
8
年
8
月

作
業

実
施

後

か
つ
て
は

開
放

水
面

だ
っ
た
場

所
が

低
木

林
化

ミ
ズ
ゴ
ケ
の
堆
積
、
ミ
ツ
ガ
シ
ワ
の
繁
茂

ミ
ズ
ゴ
ケ
の
堆
積
に
よ
る
陸
化

○
樫

原
湿

原
地

区
自

然
再

生
事

業
実
施

計
画
に
基
づ
き
、
平

成
１
７
年

度
事

業
を
実

施
→

現
在

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調

査
を
実
施

H
1
7
年

度
冬

期
浚

渫
及

び

植
生

（
ミ
ズ
ゴ
ケ
･ミ

ツ
ガ
シ
ワ
）

の
抜

き
取

り
を
実

施

開
放
水
面
の
減
少
、
陸
化
が
進
行

開
放

水
面

の
拡

大

-
 1
5
 -



椹
野

川
河

口
域

・
干

潟
自

然
再

生
協

議
会

の
取

組
ふ

し
の

が
わ

１
再

生
内

容

干
潟

の
再

生

椹
野

川
河

口
干

潟
等

の
自

然
環

境
の

再
生

・
維

持
に

取
り

組
む

。

２
自

然
再

生
協

議
会

平
成

１
６

年
８

月
に

組
織

化
し

、
現

在
の

構
成

員
数

６
０

。

個
人

(
専

門
家

を
含

む
)
２

７
、

団
体

１
８

、
関

係
地

方
公

共
団

体
１

１
、

関
係

行
政

機
関

４

３
自

然
再

生
全

体
構

想

平
成

１
７

年
３

月
に

作
成

。

○
自

然
再

生
の

対
象

区
域

椹
野

川
河

口
域

、
干

潟
(
3
4
4
h
a
)
及

び
山

口
湾

。

○
自

然
再

生
の

目
標

椹
野

川
河

口
干

潟
等

の
現

況
、

椹
野

川
流

域
で

の
変

遷
や

変
化

を
把

握
し

、
河

口

干
潟

等
の

再
生

の
目

標
を

「
里

海
の

再
生

」
と

位
置

づ
け

て
取

り
組

む
。

①
豊

か
な

泥
干

潟
の

区
域

、
②

豊
か

な
砂

干
潟

の
区

域
、

③
カ

ブ
ト

ガ
ニ

産
卵

場
保

全
区

域
、

④
豊

か
な

ア
マ

モ
場

・
浅

場
、

⑤
豊

か
な

泥
浜

・
レ

ク
干

潟
、

⑥
豊

か
な

後
浜

(
後

背
地

)
の

区
域

、
⑦

現
状

干
潟

の
観

察
・

維
持

区
域

の
７

つ
に

ゾ
ー

ニ
ン

グ
し

て
目

標
達

成
を

目
指

す
。

４
自

然
再

生
事

業
実

施
計

画

検
討

中
。

【
進

捗
状

況
】

底
質

環
境

の
改

善
の

た
め

、
中

潟
に

お
い

て
カ

キ
殻

高
密

度
分

布
域

で
の

カ
キ

殻
粉

砕
（

5
,
6
0
0
m
2
）
、

耕
耘

（
5
,
6
0
0

m
2
）

を
実

施
。

ま
た

、
南

潟
に

お
い

て
、

砂
干

潟
地

区
で

の
耕

耘
（

平
成

1
8
年

度
よ

り
年

2
回

）
を

実
施

。
。

-
 1
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椹
野
川

ふ
し

の
が

わ

河
口
域
・
干
潟
自
然
再
生
協
議
会

 
  

◆
自
然
再
生
の
対
象
と
な
る
区
域
 

椹
野
川
河
口
域
か
ら
山
口
湾
内
の
干
潟
等
 

 ◆
自
然
再
生
の
基
本
的
な
考
え
方
と
方
向
性
 

○
自
然
再
生
の

3
つ
の
視
点
(流

域
構
想
等
を
踏
ま
え
) 

・
椹
野
川
河
口
干
潟
等
の
生
物
多
様
性
の
確
保
 

・
多
様
な
主
体
の
参
画
と
産
学
官
民
の
協
働
・
連
携
 

・
科
学
的
知
見
に
基
づ
く
順
応
的
取
組
 

○
人
が
適
度
な
働
き
か
け
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
自
然
か
ら
の
あ
ら
ゆ
る
恵
み
を
持
続
的
に
享
受
で
き
る
場
、

い
わ
ゆ
る
『
里
海
』
の
再
生
を
目
指
す
。
 

 

◆
自
然
再
生
の
目
標
 

『
里
海
』
の
再
生
 

具
体
的
な
目
標
 
＜
自
然
再
生
ゾ
ー
ニ
ン
グ
＞
 

 
 
：
豊
か
な
泥
干
潟
の
区
域
 

 
 
：
豊
か
な
砂
干
潟
の
区
域
 

 
 
：
カ
ブ
ト
ガ
ニ
産
卵
場
保
全
区
域
 

 
 
：
豊
か
な
ア
マ
モ
場
・
浅
場
 

 
 
：
豊
か
な
泥
浜
・
レ
ク
干
潟
 

 
 
：
豊
か
な
後
浜
（
背
後
地
）
の
区
域
 

 
 
：
現
状
干
潟
の
観
察
・
維
持
区
域
 

 

 

 
自
然
再
生
の
対
象
と
な
る
区
域
 

(全
体
構
想
よ
り
) 

干
見
折
川

 

中
潟

 

新
地
潟

 

南
潟

 

南
若
川

 

幸
崎

 

相
原

 

深
溝

 

今
津
川

 

長 沢 川

長 浜

岩 屋

井
関
川

 

土
路
石
川

 

こ
こ
に
示
す
ゾ
ー
ニ
ン
グ
は
イ
メ
ー
ジ
で
あ
っ
て
、
具
体
的
な
検
討
は
そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
主
体
に
お
い
て
、
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

 

カ
キ
の
著
し
い
増
殖
 

カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
産
卵
場
の
保
全
 

-
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霞
ヶ
浦

田
村

・
沖

宿
・
戸

崎
地

区
自

然
再

生
協

議
会

の
取

組

１
再

生
内

容

湖
岸

環
境

の
保

全
・

再
生

及
び

湖
岸

景
観

の
再

生

霞
ヶ

浦
湾

奥
部

の
湖

岸
環

境
等

の
再

生
に

取
り

組
む

。

２
自

然
再

生
協

議
会

平
成

１
６

年
１

０
月

に
組

織
化

し
、

現
在

の
構

成
員

数
６

５
。

個
人

(
専

門
家

を
含

む
)
３

５
、

団
体

１
５

、
関

係
地

方
公

共
団

体
１

３
、

関
係

行
政

機
関

２

３
自

然
再

生
全

体
構

想

平
成

１
７

年
１

１
月

に
作

成
。

○
自

然
再

生
の

対
象

区
域

霞
ヶ

浦
(
西

浦
)
中

岸
の

田
村

揚
排

水
樋

管
か

ら
戸

崎
１

号
排

水
樋

管
に

至
る

区
間

(
概

ね
西

浦
中

岸
3
.
5
㎞

の
区

間
)
の

沿
岸

域
。

○
自

然
再

生
の

目
標

多
様

な
動

植
物

が
生

育
・

生
息

し
、

里
と

湖
の

接
点

を
形

成
す

る
湖

岸
帯

の
保

全

・
再

生
に

取
り

組
む

。

①
湖

岸
環

境
の

保
全

・
再

生
、

②
人

と
湖

の
つ

な
が

り
の

再
生

、
③

湖
岸

景
観

(
場

)
の

再
生

の
３

つ
の

目
標

を

設
定

。

４
自

然
再

生
事

業
実

施
計

画

○
霞

ヶ
浦

田
村

・
沖

宿
・

戸
崎

地
区

自
然

再
生

実
施

計
画

【
Ａ

区
間

】
(
平

成
１

８
年

１
１

月
作

成
、

実
施

者
：

国
土

交
通

省
霞

ヶ
浦

河
川

事
務

所
)

浚
渫

土
砂

仮
置

き
ヤ

ー
ド

跡
を

中
心

と
す

る
区

間
に

お
い

て
、

鋼
矢

板
の

切
断

に
よ

る
ワ

ン
ド

地
形

を
形

成
(
西

浦
中

岸
0
.
6
㎞

に
わ

た
る

堤
外

地
)

【
進

捗
状

況
】

＜
国

土
交

通
省

＞
陸

岸
の

堀
り

こ
み

と
矢

板
列

の
一

部
切

断
に

よ
る

ワ
ン

ド
地

形
の

再
生

を
実

施
。

ま
た

、
ワ

ン
ド

地
形

変
化

把
握

の
た

め
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
実

施
。

＜
協

議
会

＞
重

機
に

よ
る

ワ
ン

ド
間

の
荒

堀
を

実
施

。
（

今
後

、
人

力
作

業
に

よ
る

水
路

整
形

等
、

今
後

の
モ

ニ
タ

リ

ン
グ

や
環

境
学

習
へ

の
場

の
整

備
を

実
施

予
定

）

○
霞

ヶ
浦

田
村

・
沖

宿
・

戸
崎

地
区

自
然

再
生

実
施

計
画

【
Ｂ

区
間

】
(
平

成
１

９
年

９
月

作
成

、
実

施
者

：
国

土
交

通
省

霞
ヶ

浦
河

川
事

務
所

)

浚
渫

土
砂

仮
置

き
ヤ

ー
ド

跡
を

中
心

と
す

る
区

間
に

お
い

て
、

既
存

堤
防

を
一

部
開

削
し

浅
水

域
、

静
水

域
、

深
場

を
持

つ
湾

入
部

等
を

整
備

(
西

浦
中

岸
0
.
3
㎞

に
わ

た
る

湖
岸

)

【
進

捗
状

況
】

築
堤

工
事

を
着

手
。

-
 1
8
 -



霞
ヶ
浦

田
村

・
沖

宿
・
戸

崎
地
区

自
然
再

生
協
議

会

- 19 -



く
ぬ

ぎ
山

地
区

自
然

再
生

協
議

会
の

取
組

１
再

生
内

容

平
地

林
の

再
生

武
蔵

野
の

平
地

林
「

く
ぬ

ぎ
山

地
区

」
に

お
け

る
歴

史
的

・
文

化
的

・
環

境
的

価
値

の
継

承
に

取
り

組
む

。

２
自

然
再

生
協

議
会

平
成

１
６

年
１

１
月

に
組

織
化

し
、

現
在

の
構

成
員

数
７

０
。

個
人

(
専

門
家

を
含

む
)
３

９
、

団
体

２
３

、
関

係
地

方
公

共
団

体
５

、
関

係
行

政
機

関
３

３
自

然
再

生
全

体
構

想

平
成

１
７

年
３

月
に

作
成

。

○
自

然
再

生
の

対
象

区
域

川
越

市
、

所
沢

市
、

狭
山

市
、

三
芳

町
の

３
市

１
町

の
行

政
界

に
位

置
す

る
約

1
5

2
h
a
の

区
域

。

○
自

然
再

生
の

目
標

高
度

経
済

成
長

期
前

の
か

つ
て

の
武

蔵
野

の
平

地
林

の
よ

う
な

、
人

と
の

か
か

わ

り
あ

い
に

よ
っ

て
育

ま
れ

て
き

た
多

様
な

環
境

を
有

す
る

自
然

に
再

生
す

る
こ

と
を

目
指

す
。

①
平

地
林

の
荒

廃
を

抑
制

し
豊

か
な

緑
と

生
物

の
多

様
性

を
維

持
す

る
、

②
平

地
林

の
改

変
を

抑
制

し
武

蔵
野

の
風

景
を

将
来

世
代

に
引

き
継

ぐ
、

③
改

変
施

設
の

移
転

誘
導

の
計

画
的

な
推

進
、

④
利

活
用

の
促

進
の

４
つ

の

目
標

を
設

定
。

４
自

然
再

生
事

業
実

施
計

画

検
討

中
。

【
進

捗
状

況
】

現
在

ま
で

に
、

産
業

廃
棄

物
処

理
場

の
撤

去
跡

地
２

箇
所

(
4
,
9
6
0
ｍ

2

)
の

植
生

復
元

、
荒

廃
雑

木
林

８
箇

所
(
3
.
5
h
a
)

の
整

備
を

実
施

。

-
 2
0
 -



く
ぬ
ぎ
山
地
区
自
然
再
生
協
議
会

 
  

く
ぬ

ぎ
山

地
区

 
（約

15
2.

ha
）

空
撮

写
真

 
樹

林
地

内
の

様
子

 

-
 2
1
 -



八
幡

湿
原

自
然

再
生

協
議

会
の

取
組

や
わ

た

１
再

生
内

容

湿
原

の
再

生

臥
竜

山
麓

八
幡

湿
原

地
域

に
お

い
て

湿
原

環
境

の
再

生
に

取
り

組
む

。

２
自

然
再

生
協

議
会

平
成

１
６

年
１

１
月

に
組

織
化

し
、

現
在

の
構

成
員

数
３

６
。

個
人

(
専

門
家

を
含

む
)
２

０
、

団
体

１
０

、
関

係
地

方
公

共
団

体
５

、
関

係
行

政
機

関
１

３
自

然
再

生
全

体
構

想

平
成

１
８

年
３

月
に

作
成

。

○
自

然
再

生
の

対
象

区
域

広
島

県
山

東
郡

北
広

島
町

東
八

幡
原

の
県

有
地

約
1
7
.
5
6
h
a
の

区
域

。

○
自

然
再

生
の

目
標

『
命

の
環

つ
な

げ
る

』
を

キ
ャ

ッ
チ

フ
レ

ー
ズ

に
、

牧
場

造
成

前
の

昭
和

3
0
年

代
前

半
頃

の
湿

原
生

態
系

の
再

生
を

目
指

す
。

①
文

献
資

料
か

ら
の

再
生

目
標

、
②

現
存

植
生

の
視

点
か

ら
の

目
標

植
生

、
③

植
生

遷
移

の
視

点
か

ら
の

目
標

植

生
を

設
定

。

４
自

然
再

生
事

業
実

施
計

画

○
八

幡
湿

原
自

然
再

生
事

業
実

施
計

画
(
平

成
１

８
年

１
０

月
作

成
、

実
施

者
：

広
島

県
)

自
然

再
生

対
象

区
域

1
7
.
5
6
h
a
を

湿
地

植
生

の
有

無
等

に
よ

っ
て

５
つ

に
ゾ

ー
ニ

ン
グ

し
、

こ
の

中
で

①
コ

ン
ク

リ
ー

ト
水

路
の

撤
去

、
②

自
然

形
態

の
河

川
へ

の
整

備
、

③
河

川
の

堰
上

げ
、

④
導

水
路

の
整

備
、

⑤
立

木
の

伐
採

等
を

実
施

【
進

捗
状

況
】

実
施

計
画

に
基

づ
き

、
区

域
内

に
お

い
て

河
川

両
岸

の
「

立
木

の
伐

採
」
、
「

コ
ン

ク
リ

ー
ト

水
路

の
撤

去
」

(
約

5
0
0

ｍ
)
、

沈
砂

池
１

箇
所

及
び

取
水

堰
３

箇
所

の
設

置
工

事
等

を
実

施
。

-
 2
2
 -



八
幡

湿
原

自
然

再
生

協
議

会
や
わ
た

排
水
施
設
や
道
路
建
設
が
原
因
と
思
わ
れ
る

湿
原
の
乾
燥
化
が
進
行
し
て
い
る

乾
燥
化
の
一
因
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
面
張
水
路

自
然
再
生
の
対
象
と
な
る
区
域

（
全

体
構

想
よ
り
）

周
辺
部
か
ら
ア
カ
マ
ツ
や
イ
ヌ
ツ
ゲ
等
の
木
本
類
が
侵
入
し
、
湿
原
環
境
や

そ
れ
を
生
育
・
生
息
基
盤
と
す
る
動
植
物
の
存
亡
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る

-
 2
3
 -



上
サ

ロ
ベ
ツ
自

然
再

生
協

議
会

の
取

組

１
再

生
内

容

湿
原

の
再

生

国
立

公
園

で
あ

る
サ

ロ
ベ

ツ
湿

原
と

農
地

が
隣

接
す

る
北

海
道

豊
富

町
に

お
い

て
、

農
業

と
共

存
し

た
湿

原
の

再
生

に
取

り
組

む
。

２
自

然
再

生
協

議
会

平
成

１
７

年
１

月
に

組
織

化
し

、
現

在
の

構
成

員
数

５
３

。

個
人

(
専

門
家

を
含

む
)
２

４
、

団
体

１
９

、
関

係
地

方
公

共
団

体
５

、
関

係
行

政
機

関
５

３
自

然
再

生
全

体
構

想

平
成

１
８

年
２

月
に

作
成

。

○
自

然
再

生
の

対
象

区
域

主
と

し
て

豊
富

町
内

の
国

立
公

園
で

あ
る

上
サ

ロ
ベ

ツ
湿

原
の

区
域

。

○
自

然
再

生
の

目
標

優
れ

た
自

然
景

観
を

備
え

学
術

的
に

価
値

の
高

い
サ

ロ
ベ

ツ
湿

原
の

保
全

と
、

自

然
の

恵
み

の
な

か
で

営
ま

れ
る

農
業

と
の

共
生

を
目

指
す

。

①
高

層
湿

原
の

自
然

再
生

、
②

ペ
ン

ケ
沼

の
自

然
再

生
、

③
泥

炭
採

取
跡

地
の

自
然

再
生

、
④

砂
丘

林
帯

湖
沼

群

の
自

然
再

生
に

係
る

目
標

の
ほ

か
、

農
業

の
振

興
や

地
域

づ
く

り
に

つ
い

て
も

目
標

を
設

定
。

４
自

然
再

生
事

業
実

施
計

画

○
上

サ
ロ

ベ
ツ

自
然

再
生

事
業

農
業

と
湿

原
の

共
生

に
向

け
た

自
然

再
生

実
施

計
画

(
平

成
１

８
年

７
月

作
成

、
実

施
者

：
豊

富
町

、
サ

ロ
ベ

ツ
農

事
連

絡
会

議
及

び
国

土
交

通
省

北
海

道
開

発

局
稚

内
開

発
建

設
部

)

①
農

用
地

と
湿

原
が

直
接

隣
接

す
る

箇
所

の
内

、
湿

原
の

地
下

水
位

に
影

響
を

及
ぼ

し
て

い
る

と
推

察
さ

れ
る

農
用

地
側

に
緩

衝
帯

を
設

定
し

、
湿

原
の

乾
燥

化
を

抑
制

す
る

。
②

整
備

す
る

農
業

用
排

水
路

に
設

置
さ

れ
る

沈
砂

地
を

適
正

に
維

持
管

理
す

る
こ

と
で

、
農

用
地

か
ら

河
川

に
流

出
す

る
土

砂
を

軽
減

す
る

。

【
進

捗
状

況
】

＜
農

林
水

産
省

＞
緩

衝
帯

実
証

試
験

施
設

の
設

置
。

○
湿

原
植

生
の

再
生

に
関

す
る

実
施

計
画

（
環

境
省

に
お

い
て

検
討

中
）

【
進

捗
状

況
】

＜
環

境
省

＞
湿

原
内

に
お

い
て

、
①

水
抜

き
水

路
の

堰
上

げ
等

に
よ

る
地

下
水

位
の

低
下

抑
制

、
②

泥
炭

採
取

跡
地

に
お

け
る

湿
原

植
生

回
復

に
係

る
調

査
を

検
討

中
。 -
 2
4
 -



上
サ
ロ
ベ
ツ
自
然
再
生
協

議
会

農
地

の
地

盤
沈

下

手
前
の
牧
草
地
が
奥
の
湿
原
よ
り

1
m
ほ
ど
低
く
な
っ
て
い
る

自
然
再
生
の
対
象
と
な
る
区
域
（
全
体
構
想
よ
り
）

サ
ロ
ベ
ツ
地
域
に
お
け
る
湿
原
の
減
少
と
農
地
の
拡
大

泥
炭

採
掘

跡
地

の
開

放
水
面

ペ
ン
ケ
沼
の
埋
塞

上
流

か
ら
の
土

砂
流

入
等
に
よ
り
水
面
が

約
半

分
に
減

少

排
水
路
の
設
置
に
よ
る
乾
燥
化
の
進
行

湿
地
に
隣
接
す
る
農
地
で
の
排
水
不
良

-
 2
5
 -



野
川

第
一

・
第

二
調

整
池

地
区

自
然

再
生

協
議

会
の

取
組

１
再

生
内

容

水
環

境
の

再
生

及
び

河
川

生
態

系
の

再
生

土
地

利
用

の
変

化
に

よ
り

自
然

環
境

が
大

き
く

損
な

わ
れ

た
か

つ
て

の
多

様
な

河
川

環
境

の
再

生
に

取
り

組
む

。

２
自

然
再

生
協

議
会

平
成

１
７

年
３

月
に

組
織

化
し

、
現

在
の

構
成

員
数

５
７

。

個
人

(
専

門
家

を
含

む
)
３

１
、

団
体

１
７

、
関

係
地

方
公

共
団

体
８

、
関

係
行

政
機

関
１

３
自

然
再

生
全

体
構

想

平
成

１
８

年
９

月
に

作
成

。

○
自

然
再

生
の

対
象

区
域

野
川

第
一

調
整

池
(
1
.
5
h
a
)
、

第
二

調
整

池
(
1
.
7
h
a
)
、

野
川

(
小

金
井

新
橋

～
二

枚
橋

)
。

○
自

然
再

生
の

目
標

昭
和

3
0
年

代
前

半
、

事
業

対
象

地
区

に
存

在
し

て
い

た
「

水
の

あ
る

農
の

風
景

」

を
規

範
と

し
、

当
時

の
風

景
が

持
っ

て
い

た
水

を
中

心
と

し
た

環
境

シ
ス

テ
ム

の
再

生
を

目
指

す
。

①
水

の
あ

る
自

然
環

境
の

再
生

、
②

自
然

の
ふ

れ
あ

い
利

用
、

③
市

民
参

加
に

よ
る

整
備

、
維

持
管

理
の

３
つ

を

自
然

再
生

の
方

向
性

と
し

、
こ

の
中

で
８

つ
の

個
別

目
標

を
設

定
。

４
自

然
再

生
事

業
実

施
計

画

○
野

川
第

一
・

第
二

調
整

池
地

区
自

然
再

生
事

業
実

施
計

画
(
平

成
１

８
年

１
０

月
作

成
、

実
施

者
：

東
京

都
建

設
局

北
多

摩
南

部
建

設
事

務
所

)

第
一

期
計

画
(
３

年
程

度
)
：

①
野

川
か

ら
の

導
水

、
②

田
ん

ぼ
(
1
3
0
ｍ

2

)
、

湿
地

(
1
3
0
ｍ

2

)
、

た
め

池
(
1
3
0
ｍ

2

)
等

の

整
備

、
③

植
生

復
元

調
査

区
の

設
定

等

第
二

期
計

画
(
２

年
程

度
)
：

①
野

川
に

お
け

る
瀬

・
蛇

行
等

の
形

成
、

②
湿

地
の

拡
大

(
2
6
0
ｍ

2

)
に

よ
る

野
川

か
ら

調
整

池
に

至
る

水
環

境
シ

ス
テ

ム
の

構
築

等

【
進

捗
状

況
】

第
一

調
節

池
の

湿
地

・
田

ん
ぼ

・
た

め
池

・
水

路
・

野
川

か
ら

の
導

水
施

設
整

備
、

第
二

調
節

池
の

草
地

化
調

査
を

実
施

（
調

査
区

設
置

）
。

ま
た

、
植

物
、

昆
虫

、
水

生
生

物
、

水
量

、
水

質
等

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
を

実
施

。

-
 2
6
 -



野
川
第
一
・
第
二
調
節
池
地
区
自
然
再
生
協
議
会

 
                                      

野
川
第
一

調
節
池
（
東
側
）

 
野
川
第
二
調
節
池

 
野
川
（
小
金
井
新
橋
下
流
）

小
金
井
新
橋

 

-
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7
 -



蒲
生

干
潟

自
然

再
生

協
議

会
の

取
組

か
も

う

１
再

生
内

容

干
潟

の
再

生

シ
ギ

・
チ

ド
リ

類
な

ど
の

渡
り

鳥
の

飛
来

地
で

あ
り

、
ま

た
、

底
生

動
物

の
宝

庫
で

あ
る

貴
重

な
蒲

生
干

潟
の

保
全

・
再

生
に

取
り

組
む

。

２
自

然
再

生
協

議
会

平
成

１
７

年
６

月
に

組
織

化
し

、
現

在
の

構
成

員
数

２
６

。

個
人

(
専

門
家

を
含

む
)
１

０
、

団
体

９
、

関
係

地
方

公
共

団
体

４
、

関
係

行
政

機
関

３

３
自

然
再

生
全

体
構

想

平
成

１
８

年
９

月
に

作
成

。

○
自

然
再

生
の

対
象

区
域

蒲
生

干
潟

地
区

約
5
8
h
a

国
指

定
仙

台
海

浜
鳥

獣
保

護
区

蒲
生

特
別

保
護

地
区

(
4
8
h
a
)
、

宮
城

県
所

有
の

た
め

池
(
4
.
4
h
a
)
、

宮
城

県
管

理

の
緩

衝
緑

地
(
5
.
4
h
a
)
。

○
自

然
再

生
の

目
標

渡
り

鳥
の

渡
来

中
継

地
で

あ
る

良
好

な
湿

地
環

境
の

保
全

、
生

態
系

の
劣

化
防

止
、

現
状

の
改

善
に

資
す

る
干

潟
の

適
正

な
利

用
を

図
る

と
と

も
に

、
環

境
教

育
等

を
通

じ
た

自
然

に
接

す
る

こ
と

が
で

き
る

場
の

創
出

を
目

指
す

。

①
多

様
な

生
物

を
育

む
干

潟
の

保
全

・
復

元
、

②
湿

地
を

維
持

す
る

水
循

環
の

再
生

、
③

砂
浜

環
境

の
保

全
・

回

復
、
④

環
境

保
全

活
動

・
環

境
教

育
の

推
進

及
び

各
主

体
が

交
流

す
る

場
の

創
出

の
４

つ
の

分
野

別
目

標
を

設
定

。

４
自

然
再

生
事

業
実

施
計

画

検
討

中
。

【
進

捗
状

況
】

干
潟

内
の

水
循

環
の

効
率

化
を

図
る

た
め

、
老

朽
化

し
た

導
流

堤
水

門
の

清
掃

等
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
大

型
土

嚢
に

よ
る

越
波

防
止

堤
(
約

1
0
0
ｍ

)
、

澪
筋

掘
削

(
約

2
2
0
ｍ

)
等

の
試

験
施

工
を

実
施

。

ま
た

、
試

験
施

工
を

踏
ま

え
、
「

導
流

堤
の

改
修

、
防

砂
対

策
・

澪
筋

等
の

浚
渫

等
」

に
関

す
る

実
施

計
画

を
検

討
し

て
い

る
と

こ
ろ

。

-
 2
8
 -



蒲
生

干
潟

自
然

再
生

協
議

会
が
も
う

自
然
再
生
の
対
象
と
な
る
区
域

（
全
体
構
想
案
よ
り
）

1
9
7
5
年

干
潟

面
積
6
7
ｈ
ａ

1
9
7
5
年

干
潟

面
積
6
.7
ｈ
ａ

2
0
0
0
年

干
潟

面
積

2
.6
ｈ
ａ

越
波
等
に
よ
る
砂
の
侵
入
で

干
潟

面
積

が
大

幅
に
減

少

導
流
堤
の
老
朽
化
に
よ
る
砂
、
海
水

の
流

入
澪

筋
の

消
失

シ
ギ
・
チ
ド
リ
類

の
個
体

数
の
減

少

-
 2
9
 -



森
吉

山
麓

高
原

自
然

再
生

協
議

会
の

取
組

も
り

よ
し

１
再

生
内

容

森
林

の
再

生

か
つ

て
の

草
地

と
し

て
開

発
さ

れ
た

森
吉

山
麓

高
原

を
ブ

ナ
林

等
に

再
生

し
、

周
辺

の
自

然
環

境
と

と
も

に
保

全
を

行
う

。

２
自

然
再

生
協

議
会

平
成

１
７

年
７

月
に

組
織

化
し

、
現

在
の

構
成

員
数

２
０

。

個
人

(
専

門
家

を
含

む
)
１

１
、

団
体

４
、

関
係

地
方

公
共

団
体

２
、

関
係

行
政

機
関

３

３
自

然
再

生
全

体
構

想

平
成

１
８

年
３

月
に

作
成

。

○
自

然
再

生
の

対
象

区
域

森
吉

山
麓

高
原

(
4
8
7
.
7
h
a
）

○
自

然
再

生
の

目
標

森
林

の
再

生
に

は
長

い
年

月
が

か
か

る
た

め
、

短
期

的
（

今
後

3
0
年

間
）
、

中
期

的
（

5
0
年

後
）
、

長
期

的
（

1
0
0
年

後
）

な
目

標
を

設
定

し
ブ

ナ
林

等
の

再
生

を
目

指
す

。 短
期

的
目

標
：

①
植

栽
適

地
の

選
定

、
②

周
辺

森
林

と
の

連
続

性
を

も
つ

箇
所

へ
の

植
林

、
③

林
縁

部
に

お
け

る

掻
き

起
こ

し
等

の
更

新
補

助
作

業
、

④
植

栽
木

や
実

生
の

保
育

作
業

中
期

的
目

標
：

①
森

林
育

成
の

方
向

性
に

つ
い

て
の

検
討

、
②

森
林

環
境

教
育

活
動

等

長
期

的
目

標
：

森
林

の
様

々
な

役
割

の
理

解

４
自

然
再

生
事

業
実

施
計

画

○
森

吉
山

麓
高

原
自

然
再

生
事

業
実

施
計

画
(
平

成
１

８
年

１
０

月
作

成
、

実
施

者
：

秋
田

県
)

既
に

二
次

林
へ

移
行

し
て

い
る

箇
所

に
つ

い
て

は
そ

の
推

移
を

見
守

る
こ

と
と

し
、
そ

れ
以

外
の

草
地

に
対

し
て

は
、

①
植

栽
(
1
1
1
.
3
h
a
)
、

②
土

壌
改

良
、

③
天

然
下

種
更

新
補

助
作

業
(
3
.
6
h
a
)
、

④
育

苗
を

実
施

。

【
進

捗
状

況
】

ブ
ナ

を
中

心
と

し
て

実
生

苗
(
稚

幼
樹

)
の

採
取

を
行

う
と

と
も

に
、

島
状

植
栽

、
列

状
植

栽
等

の
手

法
に

よ
る

「
植

栽
試

験
(
0
.
7
0
h
a
)
」

を
実

施
。

ま
た

、
植

栽
試

験
地

に
お

け
る

活
着

率
、

生
長

量
等

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
を

実
施

。

-
 3
0
 -



森
吉

山
麓

高
原

自
然

再
生

協
議

会
も
り
よ
し

昭
和

年
頃
か
ら
約

ブ
ナ
林
が
伐
採
さ
れ

自
然

再
生

の
対

象
と
な
る
区

域
（
全

体
構

想
よ
り
）

森
吉
山
麓
は
本
州
で
は
数
少
な
い
ク
マ
ゲ

ラ
の
繁
殖
地
の
一
つ
で
あ
る
が
、
生
活
環

境
と
す
る
森

林
面

積
の

不
足

が
懸

念
さ
れ

て
い
る

現
在
で
は

牧
場
の
需
要
は
減
少
し
草
原

昭
和
5
0
年

頃
か
ら
約
5
0
0
h
aの

ブ
ナ
林
が
伐
採
さ
れ

、

牧
場

造
成

が
実

施
さ
れ

た

現
在
で
は

牧
場
の
需
要
は
減
少
し
草
原

の
中

に
二

次
林

が
点

在
し
て
い
る

-
 3
1
 -



竹
ヶ
島

海
中

公
園

自
然

再
生

協
議

会
の

取
組

１
再

生
内

容

サ
ン

ゴ
群

集
の

再
生

サ
ン

ゴ
群

集
を

中
心

と
し

た
海

洋
生

態
系

の
回

復
に

取
り

組
む

。

２
自

然
再

生
協

議
会

平
成

１
７

年
９

月
に

組
織

化
し

、
現

在
の

構
成

員
数

４
７

。

個
人

(
専

門
家

を
含

む
)
２

１
、

団
体

１
４

、
関

係
地

方
公

共
団

体
１

０
、

関
係

行
政

機
関

２

３
自

然
再

生
全

体
構

想

平
成

１
８

年
３

月
に

作
成

。

○
自

然
再

生
の

対
象

区
域

竹
ヶ

島
海

中
公

園
(
約

1
0
h
a
)
を

囲
む

周
辺

海
域

と
、

海
部

川
、

宍
喰

川
及

び
野

根

川
の

３
水

系
の

河
川

流
域

と
そ

の
周

辺
地

域
。

○
自

然
再

生
の

目
標

エ
ダ

ミ
ド

リ
イ

シ
(
サ

ン
ゴ

)
が

健
全

な
状

態
で

生
き

続
け

て
い

け
る

豊
か

な
沿

岸

生
態

系
の

回
復

を
目

指
す

。

①
エ

ダ
ミ

ド
リ

イ
シ

の
特

性
把

握
、

②
海

中
公

園
周

辺
の

環
境

改
善

、
③

陸
域

か
ら

の
環

境
負

荷
の

軽
減

、
④

地

域
の

多
様

な
主

体
の

参
加

と
連

携
に

よ
る

取
組

(
協

働
)
、

⑤
海

中
公

園
と

共
生

す
る

地
域

漁
業

の
活

性
化

の
５

つ

の
目

標
を

設
定

。

４
自

然
再

生
事

業
実

施
計

画

検
討

中
。

【
進

捗
状

況
】

防
波

堤
の

改
良

に
よ

る
流

況
改

善
の

た
め

、
「

既
設

防
波

堤
の

改
良

方
法

の
検

討
」

を
実

施
。

ま
た

、
エ

ダ
ミ

ド
リ

イ
シ

の
特

性
把

握
の

た
め

、
「

エ
ダ

ミ
ド

リ
イ

シ
増

殖
方

法
の

検
討

」
を

実
施

。

-
 3
2
 -



竹
ヶ
島

海
中

公
園

自
然

再
生
協

議
会

エ
ダ
ミ
ド
リ
イ
シ
サ

ン
ゴ
群
集

自
然

再
生

の
対

象
と
な
る
区

域
（
全
体

構
想
よ
り
）

カ
ワ
ラ
サ

ン
ゴ

海
中

公
園

地
区

７
０
年

代
は

エ
ダ
ミ
ド
リ
イ
シ
優

占
区
域

が
ほ

と
ん
ど
だ
っ
た
が
、
近
年
濁
り
に
強
い
カ
ワ
ラ

サ
ン
ゴ
が
優
占

防
波
堤
等
の
整
備
に
よ
り
湾
内
の
静
穏
度
が
高
ま
っ
た
反
面
、
湾
内
へ
の

海
水
流
入
量
が
減
少
、
浮
泥
等
の
滞
留
堆
積
を
招
き
や
す
く
な
っ
た

海
底
に
堆
積
し
て
い
る
泥

防
波

堤
整

備
箇

所
（
赤

点
線
部

分
）

防
波

堤

-
 3
3
 -



阿
蘇

草
原

再
生

協
議

会
の

取
組

１
再

生
内

容

二
次

的
草

原
の

再
生

阿
蘇

の
草

原
の

維
持

、
保

全
及

び
再

生
に

取
り

組
む

。

２
自

然
再

生
協

議
会

平
成

１
７

年
１

２
月

に
組

織
化

し
、

現
在

の
構

成
員

数
１

２
４

。

個
人

(
専

門
家

を
含

む
)
４

４
、

団
体

６
４

、
関

係
地

方
公

共
団

体
１

４
、

関
係

行
政

機
関

２

３
自

然
再

生
全

体
構

想

平
成

１
９

年
３

月
に

作
成

。

○
自

然
再

生
の

対
象

区
域

熊
本

県
阿

蘇
市

及
び

阿
蘇

郡
(
南

小
国

町
、

小
国

町
、

産
山

村
、

高
森

町
、

西
原

村
及

び
南

阿
蘇

村
)
内

の
草

原
及

び
そ

の
周

辺
と

し
、

過
去

に
草

原
で

あ
っ

た
場

所

も
含

む
。

○
自

然
再

生
の

目
標

草
原

の
恵

み
を

持
続

的
に

活
か

せ
る

仕
組

み
を

現
代

に
合

わ
せ

て
創

り
出

し
、

か

け
が

え
の

な
い

阿
蘇

の
草

原
を

未
来

に
引

き
継

ぐ
こ

と
を

目
指

す
。

地
域

内
外

の
様

々
な

人
々

の
連

携
と

参
加

に
よ

り
、

①
美

し
く

豊
か

な
草

原
の

再
生

、
②

野
草

資
源

で
う

る
お

う
農

畜
産

業
の

再
生

、
③

草
原

に
囲

ま
れ

て
人

々
が

生
き

生
き

と
暮

ら
す

地
域

社
会

の
再

生
の

３
つ

の
目

標
を

設
定

。

４
自

然
再

生
事

業
実

施
計

画

検
討

中
。

【
進

捗
状

況
】

輪
地

切
り

(
野

焼
き

の
た

め
の

防
火

帯
づ

く
り

)
省

力
化

の
た

め
の

環
境

整
備

と
し

て
、

牛
の

採
食

行
動

を
活

用
し

た

「
モ

ー
モ

ー
輪

地
切

り
」

や
、

草
原

内
の

「
小

規
模

点
在

樹
林

地
の

除
去

」
に

よ
る

輪
地

延
長

の
短

縮
な

ど
の

実
証

試
験

を
実

施
。

ま
た

、
草

原
内

の
湿

地
お

よ
び

周
辺

環
境

整
備

と
し

て
、「

高
木

化
し

た
ス

ギ
の

伐
採

」
に

よ
る

光
環

境
の

改
善

、「
湿

地
へ

の
土

砂
流

入
防

止
対

策
等

」
を

実
施

。

-
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4
 -



阿
蘇

草
原

再
生

協
議

会

草
原

性
の
希

少
種

で
あ

る
ハ
ナ

シ
ノ
ブ

明
治
大
正
期

昭
和
2
0
年
代

現
代

阿
蘇
の

草
原

面
積

の
変

遷

（
国
土
地
理

院
発

行
地

形
図
よ
り
判

読
）

草
原

面
積

が
大

幅
に
減

少
※

緑
色

部
分

が
草

原

自
然
再
生
の
対
象
と
な
る
区
域

（
全
体
構
想
よ
り
）

野
焼
き
に
よ
る
草
原
の
維
持

高
齢
化

等
に
よ
り

輪
地
切

り
作
業

野
焼

き
作
業
の

休
止
に
よ
り
、
草
原

草
原

性
の
希

少
種

で
あ

る
ナ

シ
ノ
ブ

（
絶

滅
危

惧
I
A
類

）
の

生
息
環

境
が
悪
化

（
採

草
管

理
に

よ
る

生
息

環
境
の
保
全
）

高
齢
化

等
に
よ
り

輪
地
切

り
作
業

等
の

管
理

が
困

難
に
な
っ
た

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

導
入

、
輪
地

切
り

の
省
力

化
）

野
焼

き
作
業
の

休
止
に
よ
り
、
草
原

か
ら
低

木
林

化
し
つ
つ
あ
る

（
火
入
れ
に
よ
る
再
草
原
化
）

-
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5
 -



石
西

礁
湖

自
然

再
生

協
議

会
の

取
組

せ
き

せ
い

し
よ

う
こ

１
再

生
内

容

サ
ン

ゴ
群

集
の

再
生

優
れ

た
サ

ン
ゴ

礁
の

保
全

に
加

え
、

赤
土

流
出

な
ど

の
陸

域
か

ら
の

環
境

負
荷

の
低

減
等

を
通

じ
て

、
サ

ン
ゴ

礁
生

態
系

の
再

生
に

取
り

組
む

。

２
自

然
再

生
協

議
会

平
成

１
８

年
２

月
に

組
織

化
し

、
現

在
の

構
成

員
数

９
４

。

個
人

(
専

門
家

を
含

む
)
３

３
、

団
体

３
１

、
関

係
地

方
公

共
団

体
２

３
、

関
係

行
政

機
関

７

３
自

然
再

生
全

体
構

想

平
成

１
９

年
７

月
に

作
成

。

○
自

然
再

生
の

対
象

区
域

重
要

な
区

域
(
石

西
礁

湖
)
と

関
連

す
る

区
域

(
石

垣
島

・
西

表
島

周
辺

海
域

)
の

両

区
域

。

○
自

然
再

生
の

目
標

短
期

的
目

標
(
達

成
期

間
1
0
年

)
と

長
期

的
な

目
標

(
達

成
期

間
3
0
年

)
を

定
め

て
サ

ン
ゴ

礁
生

態
系

の
再

生
を

目
指

す
。

短
期

的
目

標
：

サ
ン

ゴ
礁

生
態

系
の

回
復

の
き

ざ
し

が
見

ら
れ

る
よ

う
に

す
る

。
そ

の
た

め
に

環
境

負
荷

を
積

極

的
に

軽
減

す
る

。

長
期

的
目

標
：

人
と

支
援

と
の

健
全

な
関

わ
り

を
実

現
し

、
1
9
7
2
年

の
国

立
公

園
指

定
当

時
の

豊
か

な
サ

ン
ゴ

礁

の
姿

を
取

り
戻

す
。

４
自

然
再

生
事

業
実

施
計

画

検
討

中
。

【
進

捗
状

況
】

サ
ン

ゴ
群

集
の

修
復

の
た

め
、
「

幼
生

定
着

基
盤

の
設

置
」

を
２

９
地

点
で

実
施

(
着

床
具

の
設

置
総

個
数

は
約

2
2
万

個
)
。

ま
た

、
「

サ
ン

ゴ
群

集
の

攪
乱

要
因

等
を

把
握

す
る

調
査

」
を

実
施

。

-
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6
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石
西

礁
湖

自
然

再
生

協
議

会

自
然
再
生
の
対
象
と
な
る
区
域
（
全
体
構
想
よ
り
）

石
垣

島

西
表

島

せ
き
せ
い
し
ょ
う
こ

１
９
８
０
年

２
０
０
３
年

石
西
礁
湖
の
サ
ン
ゴ
の
衰
退

※
図
中
の
赤
地
域
：
枝
状
ミ
ド
リ
イ
シ
高
被
度

地

赤
土
流
出
等
、
陸
域
か
ら
の
環
境
負
荷

オ
ニ
ヒ
ト
デ
の
大
量
発
生
に
よ
る
食
害

海
水
温
の
上
昇
に
起
因
す
る
白
化

現
象

-
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竜
串

自
然

再
生

協
議

会
の

取
組

た
つ

く
し

１
再

生
内

容

サ
ン

ゴ
群

集
の

再
生

海
底

に
堆

積
し

た
泥

土
除

去
の

ほ
か

、
森

林
や

河
川

か
ら

の
土

砂
流

出
や

生
活

排
水

な
ど

流
域

か
ら

の
環

境
負

荷
へ

の
対

策
を

通
じ

て
、

サ
ン

ゴ
群

集
の

再
生

に
取

り
組

む
。

２
自

然
再

生
協

議
会

平
成

１
８

年
９

月
に

組
織

化
し

、
現

在
の

構
成

員
数

７
１

。

個
人

(
専

門
家

を
含

む
)
３

０
、

団
体

１
３

、
関

係
地

方
公

共
団

体
２

３
、

関
係

行
政

機
関

５

３
自

然
再

生
全

体
構

想

検
討

中
。

４
自

然
再

生
事

業
実

施
計

画

検
討

中
。

【
進

捗
状

況
】

実
施

計
画

の
作

成
に

向
け

、
泥

土
堆

積
の

著
し

い
区

域
に

お
い

て
、

海
底

堆
積

土
砂

の
除

去
実

証
試

験
を

実
施

(
約

0
.

9
h
a
)
。

ま
た

、
泥

土
処

理
後

の
浮

泥
量

の
調

査
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
実

施
し

て
い

る
と

こ
ろ

。

-
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竜
串

自
然

再
生

協
議

会
た
つ
く
し

自
然
再
生
の
対
象
と
な
る
地
域

(案
)（
協
議
会
設
置
要
綱
よ
り
：
約
８
千
h
a）

植
生

の
回

復
が

見
ら
れ

な
い
崩

壊
地

（
西
の
川
流
域
）

下
層

植
生

が
発
達
し

て
い
な

い

ヒ
ノ

キ
林

地
の
林
床

（
西
の

川
流
域

）

（
間

伐
等

の
森
林
整

備
を
検

討
）

降
雨

時
の

西
の
川
と

三
崎
川

の
合

流
点

の
状

況

（
左

:
西

の
川
、

右
:
三
崎
川

本
川
）

衰
退

し
た
サ
ン
ゴ
群

集
海
底
に
堆
積
し
た
泥
土

（
吸

引
に
よ
る
泥

土
の

除
去

を
検

討
）

-
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中
海

自
然

再
生

協
議

会
の

取
組

１
再

生
内

容

湖
沼

環
境

の
保

全
・

再
生

島
根

県
と

鳥
取

県
の

４
市

１
町

に
ま

た
が

る
中

海
地

区
は

、
か

つ
て

は
、

広
大

な

ア
マ

モ
場

が
あ

り
、

サ
ル

ボ
ウ

貝
（

赤
貝

）
に

代
表

さ
れ

る
豊

富
な

魚
介

類
の

生
産

の
場

で
あ

っ
た

。

し
か

し
、

湖
の

富
栄

養
化

や
開

発
に

よ
る

湖
形

状
の

改
変

な
ど

に
よ

り
、

水
質

の

悪
化

や
ア

マ
モ

場
の

消
滅

、
水

産
資

源
の

減
少

な
ど

が
進

み
、

か
つ

て
の

豊
潤

な
自

然
環

境
が

大
き

く
損

な
わ

れ
て

い
る

。

こ
の

た
め

、
戦

後
の

開
発

や
生

活
雑

排
水

の
流

入
な

ど
に

よ
り

失
わ

れ
た

中
海

全

域
の

自
然

環
境

の
再

生
に

取
り

組
む

。

２
自

然
再

生
協

議
会

平
成

１
９

年
６

月
に

民
間

団
体

「
自

然
再

生
セ

ン
タ

ー
」

の
呼

び
か

け
に

よ
り

組

織
化

し
、

現
在

の
構

成
員

数
６

４
。

個
人

(
専

門
家

を
含

む
)
４

７
、

団
体

４
、

関
係

地
方

公
共

団
体

９
、

関
係

行
政

機
関

４

３
自

然
再

生
全

体
構

想

「
豊

か
な

漁
場

・
遊

べ
る

き
れ

い
中

海
」

を
め

ざ
し

て
、

彦
名

・
安

部
地

域
に

お

け
る

浚
渫

汚
泥

処
分

場
の

有
効

活
用

と
水

鳥
の

生
息

環
境

の
再

生
、

崎
津

地
域

で
の

ア
マ

モ
場

の
再

生
な

ど
の

具
体

的
目

標
に

つ
い

て
検

討
を

行
っ

て
い

る
と

こ
ろ

。

-
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0
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中
海

自
然

再
生

協
議

会
な
か

う
み

自
然
再
生
の
対
象
と
な
る
地
域

(案
)（
協
議
会
規
約
よ
り
）

か
つ

て
の

浅
瀬
で
は

肥
料
用

の
水

草
採

取

が
盛

ん
だ

っ
た

現
在

の
地

形
干

拓
工

事
前

（
昭

和
22
年

）
の

地
形

-
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